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風にのれ
君の声援
君の汗

京都総体

来夏、京都で高校総体開催
. 〃 ∴ - -

宇
治
で
は
3
競
技

　
平
成
九
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
（
京
都
総
体
）
が
、

来
年
八
月
一
日
か
ら
、
京
都
府
内
三
十
五
市
町
村
で
行
わ
れ
ま
す
。

宇
治
市
で
は
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
男
子
、
サ
ッ
カ
ー
、
水
泳
（
競

泳
・
飛
込
）
の
三
競
技
を
開
催
し
ま
す
。
若
人
の
ス
ポ
ー
ツ
祭
典

に
ふ
さ
わ
し
い
大
会
と
す
る
た
め
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
支
援
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
高
校
生
最
大
の
ス
ポ
ー
ツ
の

祭
典
「
全
国
高
等
学
校
総
合
体

育
大
会
（
高
校
総
体
）
」
は
毎

年
、
全
国
持
ち
回
り
で
開
催
さ

れ
、
平
成
九
年
は
京
都
で
行
わ

れ
ま
す
。

　
こ
の
大
会
は
、
全
国
の
高
校

生
が
集
い
、
高
校
生
に
広
く
ス

ポ
ー
ツ
実
践
の
機
会
を
与
え
、

心
身
共
に
健
全
な
生
徒
を
育
成

す
る
と
と
も
に
高
校
生
相
互
の

親
交
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に

- ' ミ ～ S －

｛
催
さ
れ
て
い
る
も
の
。

　
昭
和
三
十
八
年
に
新
潟
で
全

ｍ
ｉ
等
学
校
総
合
体
育
大
会
と

い
て
夏
季
・
冬
季
大
会
を
開
催

１

し
て
以
来
、
年
々
、
規
模
、
内

容
と
も
高
校
生
最
大
の
ス
ポ
ー

ツ
の
祭
典
に
発
展
し
て
い
ま
す
。

京
都
総
体
に
向
け
て

　
京
都
総
体
は
「
風
に
の
れ

君
の
声
援
　
君
の
汗
」
を
ス
ロ

ー
ガ
ン
に
、
京
都
府
内
三
十
五

市
町
村
で
開
催
。
全
国
か
ら
約

五
万
七
千
人
の
選
手
、
役
員
な

ど
が
京
都
府
に
集
い
、
二
十
八

競
技
に
わ
た
り
熱
戦
を
繰
り
広

げ
ま
す
。
こ
の
大
会
は
、
近
畿

　　　　　Ｊ

　　　　　そ
　　　　　ｌ

　　　　　ｉ

~／Ｊ⌒｀､Ｊ丿WA4

▲高校総体のPRも兼ね、5月12日(日)太陽か丘体育館で行われた北陸高校と洛南高

校との招待試合。京都総体ではこのような熱戦か繰り広げられることでしょう

地
区
で
は
初
め
て
全
競
技
を
一

府
だ
け
で
開
催
す
る
大
会
で
あ

り
、
新
し
く
な
ぎ
な
た
競
技
も

加
わ
り
、
京
都
府
の
ス
ポ
ー
・
ツ

水
準
の
一
層
の
向
上
に
大
き
な

期
待
が
掛
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
宇
治
市
で
は
八
月
二
日
か
ら
、

太
陽
が
丘
奎
去
馬
に
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
男
子
（
久
御
山
町
と

共
催
）
、
サ
ッ
カ
ー
（
城
陽
市
、
‘

久
御
山
町
と
共
催
）
、
水
泳

（
競
泳
、
飛
込
）
の
三
競
技
が

行
わ
れ
ま
す
。

　
こ
の
大
会
に
備
え
京
市
で
は
、

平
成
七
年
四
月
に
「
全
国
高
校

総
体
推
進
室
」
を
教
育
委
員
会

内
に
設
置
。
宇
治
に
ふ
さ
わ
し

い
実
り
あ
る
大
会
と
す
る
た
め

「
宇
治
市
実
行
委
員
会
」
も
組

織
し
、
あ
と
四
百
日
余
り
に
迫

っ
た
京
都
総
体
に
向
け
準
備
を

進
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
市
内
の
高
等
学
校
で

は
「
一
人
一
役
」
を
合
い
言
葉

に
、
京
都
総
体
推
進
委
員
会
を

設
置
。
自
分
た
ち
の
手
で
大
会

を
盛
り
上
げ
よ
う
と
、
大
会
の

啓
発
や
記
念
品
の
制
作
な
ど
に

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

五
月
十
一
日
出
に
開
催
さ
れ
た

宇
治
市
実
行
委
員
会
総
会
で
は
、

二
十
七
人
の
高
校
生
が
受
け
付

け
や
司
会
進
行
な
ど
を
受
け
持

ち
、
京
都
総
体
の
成
功
を
目
指

し
て
頑
張
り
ま
し
た
。

　
大
会
で
は
、
全
国
か
ら
多
く

の
選
手
・
役
員
が
訪
れ
ま
す
。

温
か
い
雰
囲
気
の
中
で
、
思
い

出
に
残
る
大
会
に
な
る
よ
う
市

民
の
皆
さ
ん
の
ご
支
援
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
問
い
合
わ
せ
は
、
全
国
高
校

総
体
推
進
室
（
昔
内
線
2
6
2

6
）
へ
。

　
　
「
今
ま
で
、
国
体
や
ほ
か
の

全
国
大
会
の
出
場
経
験
は
あ
り

ま
す
が
、
総
体
に
は
出
た
こ
と

か
お
り
ま
せ
ん
。
総
体
は
高
校

生
に
と
っ
て
一
番
大
き
い
大
会
。

今
年
は
山
梨
で
あ
る
の
で
す
が
、

ぜ
ひ
高
校
生
最
後
の
総
体
に
は

出
場
し
た
い
で
す
」
と
立
命
館

渡辺義正さん小西　健さん

宇
治
高
校
・
レ
ス
リ
ン
グ
部
の

渡
辺
義
正
さ
ん
（
三
年
生
）
。

同
じ
く
陸
上
部
三
年
生
の
小
西

健
さ
ん
は
、
地
元
東
宇
治
中
学

の
出
身
。
彼
も
「
総
体
は
高
校

生
に
と
っ
て
一
年
の
目
標
の
大

会
で
も
あ
る
の
で
、
出
場
で
き

る
よ
う
練
習
に
励
ん
で
い
き
た

い
。
私
は
来
年
の
京
都
総
体
に

は
出
場
で
き
ま
せ
ん
が
、
後
輩

た
ち
に
は
地
元
で
の
開
催
と
い

う
こ
と
で
多
く
の
応
援
が
受
け

ら
れ
る
で
し
ょ
う
し
、
ぜ
ひ
頑

張
っ
て
出
場
し
て
欲
し
い
」
と

話
し
て
い
ま
す
。

私
た
ち
も
が
ん
ば
り
ま
す

～
高
校
生
に
聞
き
ま
し
た
～

　
一
方
、
出
場
を
目
指
し
て
い

る
選
手
だ
け
で
な
く
大
会
の
運

営
を
手
伝
う
高
校
生
も
頑
張
っ

て
い
ま
す
。
先
日
開
催
さ
れ
た

実
行
委
員
会
に
委
員
と
し
て
参

加
し
た
り
、
司
会
や
受
け
付
け

な
ど
を
手
伝
っ
た
り
し
た
城
南

高
校
の
皆
さ
ん
は
「
初
め
て
の

経
験
で
少
し
緊
張
し
ま
し
た
が
、

ち
ゃ
ん
と
で
き
て
良
か
っ
た
。

改
め
て
高
校
生
の
役
割
の
大
切

さ
を
実
感
し
ま
し
た
」
「
選
手

は
も
ち
ろ
ん
、
ほ
か
の
高
校
生

に
と
っ
て
も
京
都
で
開
か
れ
る

総
体
に
参
加
で
き
る
の
は
一
生

に
一
度
の
貴
重
な
経
験
で
す
。

京
都
府
の
高
校
生
全
員
が
参
加

で
き
る
大
会
に
し
た
い
」
「
宇

治
に
来
ら
れ
る
人
が
気
持
ち
良

く
大
会
に
参
加
し
、
宇
治
の
良

さ
が
分
か
っ
て
も
ら
え
る
よ
う

な
素
晴
ら
し
い
大
会
と
な
る
よ

う
頑
張
り
た
い
」
な
ど
と
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

▲
後
列
右
か
ら
田
原
郁
子
さ
ん

（
二
年
生
）
、
西
恵
子
さ
ん
（
二

年
生
）
、
前
列
右
か
ら
小
西
美

穂
さ
ん
（
三
年
生
）
、
坂
本
梓

さ
ん
（
二
年
生
）

635

大雨に備えを
　
六
月
十
一
日
は
「
入
梅
」
。

本
格
的
な
雨
の
季
節
を
迎
え
ま

し
た
。

　
毎
年
、
梅
雨
な
ど
の
雨
季
に

な
る
と
、
集
中
豪
雨
に
よ
る
浸

水
や
土
砂
崩
れ
な
ど
の
被
害
が

全
国
で
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
五
月
二
十
三
日▲万－に備えて施設などをチェックしました

（5月23日の防災パトロール、巨椋池排水機場で）

俐
、
池
本
市
長
を
は
じ
め
市
や

府
の
関
係
者
約
七
十
人
が
防
災

パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
。
西
宇
治

地
域
の
排
水
を
処
理
す
る
巨
椋

池
排
水
機
場
や
、
集
中
豪
雨
が

あ
っ
た
場
合
に
危
険
と
思
わ
れ

る
箇
所
を
視
察
し
、
的
確
な
防

災
対
策
活
動
が
で
き
る
よ
う
に

備
え
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
山
地
の
多
い
我

が
国
で
は
地
滑
丹
吊
が
け
崩
れ
、

土
石
流
な
ど
に
よ
る
土
砂
災
害

が
起
こ
り
や
す
く
、
山
間
地
や

山
す
そ
を
切
り
開
い
た
造
成
地

の
多
い
本
市
も
そ
の
例
外
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
突
然
の
自
然
災

害
に
よ
る
被
害
を
少
し
で
も
食

い
止
め
る
た
め
に
は
、
周
辺
の

地
形
や
水
は
け
な
ど
身
の
回
り

の
状
況
を
知
っ
て
お
く
こ
と
が

大
切
で
す
。

　
ま
た
、
い
ざ
と
言
う
と
き
の

避
難
の
方
法
や
場
所
な
ど
に
つ

い
て
家
族
で
話
し
合
い
、
確
か

め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
一
般
に
、
一
時
間
に
二
十
ミ

リ
以
上
か
、
降
り
始
め
か
ら
百

ミ
リ
以
上
の
降
雨
に
な
る
と
、

土
砂
災
害
へ
の
十
分
な
注
意
が

必
要
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
降

り
方
が
激
し
い
と
感
じ
た
ら
、

テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
の
気
象
情
報

に
耳
を
傾
け
る
と
共
に
、
あ
た

り
の
小
さ
な
変
化
を
見
逃
さ
な

い
よ
う
、
ご
注
意
を
。

　
問
い
合
わ
せ
は
企
画
管
理
部

総
務
課
（
容
内
線
2
0
5
2
）

へ
。

◆
こ
の
宇
治
市
政
だ
よ
り
は
、
再
生
紙
を
使
っ
て
い
ま
す
Ｉ
限
り
あ
る
資
源
を
大
切
に
◆

高
校
生
全
員
で

素
晴
ら
し
い
大
会
に

高
校
総

体
に
か
け
る
思
い

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
男
子
・
サ
ッ
カ
ー
・
水

泳
(
競
泳
・
飛
込
)

雨季です
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考
え
て
み
よ
う
医
療
費
の
使
い
方

　
国
民
健
康
保
険
(
国
保
)
は
、
皆
さ
ん
が
病
気
や
け
が
を
し
た
時
の
医
療
費
を
負
担
す
る
大
切
な
制
度

で
す
。
そ
の
医
療
費
か
こ
の
と
こ
ろ
増
加
し
続
け
て
お
り
、
こ
の
ま
ま
で
は
国
保
財
政
は
破
産
し
て
し
ま

い
ま
す
。
そ
ん
な
こ
と
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
医
療
費
の
有
効
な
使
い
方
を
考
え
、

健
全
運
営
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

国
保
医
療
費
１
人
3
3
万
円

■
医
療
費
が
増
え
続
け
て
い
ま
す

　
平
成
六
年
度
の
国
民
総
医
療

費
は
二
十
五
兆
円
を
超
し
、
国

民
一
人
当
た
り
約
二
十
万
円
に

も
な
っ
て
い
ま
す
。

　
宇
治
市
の
国
保
医
療
費
は
六

年
度
、
全
体
で
百
二
十
五
億
円

（
前
年
度
比
七
・
二
％
増
）
、
加

入
者
一
人
当
た
り
は
三
十
三
万

円
（
前
年
度
比
四
・
六
％
増
）

に
達
し
て
い
ま
す
（
表
ト
参
照
）
。

主
な
増
加
理
由
と
し
て
は
、
医

療
内
容
の
高
度
化
や
受
診
機
会

の
多
い
高
齢
者
の
加
入
割
合
の

増
加
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

医
療
費
と
負
担
の
関
係
は

　
　
　
　
■
国
保
財
政
の
仕
組
み

医
療
機
関
の
窓
口
で
支
払
う

二
部
負
担
金
」
は
、
国
保
の

M 穣m m ゛

場
合
、
医
療
費
の
三
割
（
退
職

被
保
険
者
は
二
割
）
で
、
残
り

の
七
割
（
八
割
）
は
国
保
が
負

担
。
そ
の
内
訳
は
加
入
者
が
納

め
る
保
険
料
や
国
庫
金
が
主
で

す
。
本
市
の
国
保
会
計
が
負
担

し
た
六
年
度
保
険
給
付
費
は
六

十
八
億
円
余
り
で
、
そ
の
四
二

％
が
加
入
者
の
保
険
料
で
賄
わ

れ
て
い
ま
す
（
表
２
参
照
）
。

医
療
費
の
増
加
は
各
自
の
保
険

料
負
担
に
は
ね
返
り
ま
す
。

ど
う
す
れ
ば
い
い
の

　
　
　
医
療
費
の
節
約

　
　
■
健
康
管
理
と
適
正
受
診
を

　
医
療
費
の
節
約
は
、
病
気
に

な
っ
て
も
お
医
者
さ
ん
に
行
か

な
い
こ
と
で
は
な
く
、
む
し
ろ

早
め
の
適
切
な
治
療
や
普
段
か

ら
の
健
康
管
理
が
何
よ
り
大
切

で
す
。
ま
た
、
み
ん
な
が
適
正

な
受
診
を
心
掛
け
る
こ
と
も
、

績
―
篇
諮
篇
馨
蜀
Ｓ
露
語
瑠
聳
聾
－
１
１
１
１
１
１
篇
Ｓ
麗
譜
麺
瓢
Ｉ
Ｓ
誕
鸞
―

１。重複受診は

　　　　やめよう

検査や処置をやり直

すため、医療費のム

ダ使いに

2｡診療時間内に受診しよう

　　急病など特別な場合はともかく、時間外の受

　　診は加算料が掛かるうぇ医者の負担増にも

3.家庭医を持とう　：

医
療
費
の
有
効
な
使
い
方
に
欠

か
せ
な
い
こ
と
で
す
。
左
に
、

医
療
費
の
節
約
の
た
め
、
今
一

人
ひ
と
り
に
で
き
る
こ
と
を
挙

げ
ま
し
た
。
ぜ
ひ
、
実
行
し
て

く
だ
さ
い
。

ｌ

ｌ

ｌ

篇

冪

諏

病歴や体質などを把

握してくれているの

で、治療効果もあが

る

表1.宇治市国保の１人当たり医療費(平成６年度)

り
0
0
0
0
0
0
0
0
0

朋
８
７
６
５
４
３
２
１
・

ぐ

＊
一
般
・
退
職
・
老
人

▼
一
般
＝
老
人
保
健
や
退
職
被

　
保
険
者
該
当
以
外
の
国
保
加

　
入
者

老　人　　全体平均般　　退　職
-

表2.国保会計保険給付費

　　負担額(平成６年度)

▼
退
職
＝
退
職
被
保
険
者
。
厚

　
生
年
金
や
共
済
年
金
な
ど
を

　
受
け
て
い
て
老
人
保
健
に
該

　
当
し
な
い
人
と
、
そ
の
扶
養

　
家
族

４。健康診断を

　　　　　受けよう

　病気の早期発見・早期
　治療を心掛けよう。市

　では国保半日人間ドッ

　ク、国保半日脳ドック

の健診補助を行つてい

　ます。年に１度は健康

　チェックを

5。健康管理に努めよう

国･府･市など

の負担分、

　問い合わせ

　国民健康保険課

デ］

▼
老
人
＝
老
人
保
健
該
当
者
。

　
七
十
歳
以
上
か
、
六
十
五
歳

　
以
上
の
寝
た
き
り
老
人
で
老

　
人
保
健
の
適
用
を
受
け
る
人

箭
ｓ
態
湿
搦
顎
箭
ｌ
ｌ
ｌ
謂
驚
1
1
1
1
ｓ
ｓ
ａ
ｌ
篇
―
鐙
疆
―
―
驚
穣
塁
驚
爾
―
―
麗
溜
穣
回
護
菖
覆
淵
―

瓢

笥

滋

日ごろから、食事・

睡眠・運動などに気

を配り、自分の体を

大切にしよう

　　^1 '
f＼
1%　　T^り)

｀L-c｀･?　　＼

驚漣郷雅郷殺同弱狗雅鑓鵜刎哩同胞贈斟鱗頴一s
i

平
成
8
年
度
の
保
険
料

退職者医療制度とは国
保
加
入
手
続
は
1
4
日
以
内
に

　
健
康
保
倹
滋
儀
務
加
入
で
遺
～
保
倹
証
の
な
い
大
仕
す
ぐ
に
市
町

村
『
国
保
』
ぺ
加
入
の
届
け
出
を
に
ｙ
で
く
だ
さ
い
皿
無
保
険
の
ま
ま

　
　
　
　
　
♂
″
♂
一
　
■
ｒ
■
Ｉ
Ｉ
　
　
　
　
　
’
。
ゝ
　
１
　
９

放
置
す
る
と
、
最
高
２
年
間
さ
か
］
の
ぼ
っ
て
保
険
料
を
負
担
し
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
腿
ま
す
。

　①１年間の収入額から収入の種類に

　　応じて経費を控除し（総所得金額）、

　　さらに基礎控除額（33万円）を引

　　き、それに所得割率を掛けたもの

　②被保険者数に均等割額を掛けたも

　　の

　③平等割額

◇１年間の保険料は①十②十③で算出

　されます。この額が50万円を超える

　場合、保険料は50万円となります。

　
会
社
や
役
所
に
勤
め
て
い
た
が
退
職
し
、
厚
生
年
金
や
共
済

年
金
を
受
け
て
い
る
六
十
九
歳
ま
で
の
人
で
次
の
条
件
を
満
た

す
場
合
、
国
民
健
康
保
険
で
は
「
退
職
被
保
険
者
」
と
な
り
ま

す
。
届
け
て
い
な
い
人
は
必
ず
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

－
加
入
の
条
件
（
す
べ
て
を
満
た
す
こ
と
）

◇
国
保
の
被
保
険
者
で
あ
る
こ
と

◇
厚
生
年
金
や
各
種
共
済
組
合
か
ら
老
齢
（
退
職
）
年
金
ま

　
た
は
通
算
老
齢
（
退
職
）
年
金
を
受
け
て
い
る
人
で
、
こ

　
れ
ら
被
用
者
年
金
加
入
期
間
が
2
0
年
以
上
、
も
し
く
は
4
0

　
歳
以
降
の
期
間
が
1
0
年
以
上
あ
る
人
と
、
そ
の
扶
養
家
族

◇
老
人
保
健
の
適
用
を
受
け
て
い
な
い
人

退
職
者
医
療
制
度
の
保
険
給
付

お
医
者
さ
ん
の
窓
口
で
支
払
う
一
部
負
担
金
は
次
の
と
お
り

◇
退
職
被
保
険
者
本
人
＝
入
院
、
通
院
と
も
２
割

◇
そ
の
扶
養
家
族
＝
入
院
２
割
、
通
院
３
割

　
こ
の
制
度
の
該
当
資
格
は
、
年
金
受
給
権
が
発
生
し
た
日
か

ら
適
用
さ
れ
ま
す
。
年
金
証
書
を
受
け
取
っ
た
ら
、
世
帯
主
は

十
四
日
以
内
に
国
保
の
窓
口
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

手
続
き
に
必
要
な
も
の
な
ど
詳
し
く
は
国
民
健
康
保
険
課
へ
お

問
い
合
わ
せ
を
。

636

保険料の納付は便利な口座振替

で

■!:-■'.''[■

医療費節約こんな

ことから

国保加入者で年金を受けている人へ
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BO

X
福　祉

■ハーモニーこはた家族介護者教室

　E〉6月17日(月)、午前10時半～午

後ｏ時半。ハーモニーこはた[＞テー

マ‥'･｢宇治市の福祉制度とハーモ

ニーこはたの取り組みについて｣

　[U昼食(410円)希望者は前日ま

でにハーモニーこはた(S33-827

0)。

■手足・耳の不自由な人の巡回更

　生相談

　【＞6月17日側、午後１時～３時。

総合福祉会館[＞内容…身体障害者

手帳の交付や再交付に必要な診断、

補装具の交付や修理に必要な診断

E〉持ち物…手帳の交付・再交付の

申請には印鑑と顔写真(４×n")。

補装具の交付・修理申請には印鑑。

現在補装具を使用している人は補

装具。　囲福祉総務課(a内線23

06)。

■在宅寝たきり老人等介護者リフ

　レッシュ事業

　寝たきりなどのお年寄りを家で

介護している人の介護疲れの解消

と介護者間の交流を深めます。c＞

7月13日出、午前10時半にJ R宇

治駅前集合、午後3時解散）内容…

大津市内のホテルで会食会t＞対象…

市内に住み、おおむね65歳以上の

寝たきりなどのお年寄りを家で介

護している人[＞定員…抽選で70人

　困6月21日倒までに所定の用紙

で長寿社会対策課(a内線2347)

か宇治明星園(昔23－6922)へ。

郵送可。

■親と子のつどい

　c〉7月７日(日)[＞行き先…鈴鹿サー

キット[〉対象…市内在住の高校生

までの子供を持つ母子・父子家庭

の人[〉定員…先着130人c＞費用…

大人2000円、中・高校生1200円、

小学生800円、幼児300円　圃6月

宇治市政だより 1996年（平成８年）６月11日発行　第1100号
　　一一
[iiiiniiiiniiiiiiniiiiniiiiiiJiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiniiiiiiiiiiiiiniiriinnMiiiiitiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiniiiiiiiiiiiiiM

■七宝焼を楽しもう

　[＞6月29日出、午丿友1時~4時。

生涯学習センターC〉定員…先着30

人[〉費用…200円(別途材料費1000

円～2000円)困&月25日(火)まで

に生涯学習センター(S22－0220)。

■城南地域職業訓練センター(a

　46－0688)

　圃同センター。

　　〈ワープロ初級一太郎Ver5〉

C〉○フ月８日～25日の月・木曜、

午後６時半～９時○７月14日～28

日の日曜、午前９時半～正午、午

後１時3時半。　６回E〉参加費…

9000円。くワープロ初級入門一太

郎W95版〉E〉7月９日～８月６日

の火・金曜、午後６時半～９時。

９回[＞参加費…1350)円。　くパソ

コンデータベース･アクセスW95

版〉＞7月８日～25日の月・木曜、

午後６時半~9時。６回[〉参加費

…9000円。〈簿記初級〉[〉７月８

日~9月11日の月・水曜、午前９

時半～正午(一部午後)。 24回E〉

参加費…12500円。

■城南勤労者福祉会館(346－0780)

　圃同館。

　　〈夏の料理教室〉[〉７月７日(日)、

午後１時～４時[＞材料費…1500円

C〉定員…先着24人[〉持ち物…エプ

ロン、持ち帰り容器など　く手が

き染色教室〉[〉７月５日～19日の

金曜、午前10時～正午[〉費用…15

00円(別途材料費500)円)定員…

先着20人[＞持ち物‥･エプロン、タ

オル。

■歴史講座

　[〉６月23日(日)、午差l時~4時。

中央公民館[＞内容…｢流れ橋と潜

水橋｣＝倉敷市瀬戸大橋架橋記念

館学芸員渡辺隆男さん　囲歴史資

料館(020－1311)。

・甲種防火管理者資格付与講習会

　[＞7月11日困･ 12日出、午前９

時半～午後５時。南京都信用金庫

お母さんといっしょ

池本　恵子さん

　　　正道くん(9ヵ月)

　　　　　(木幡南山)

本店（JR宇治駅前）t〉対象…市

内在住・在勤の人［〉定員…先着80

人　[16月17日～21日に市内の消

防（分）署にある申請書に記入、

印鑑・写真（4×sr）・テキス

ト代（4000円）を添え、消防本部

予防課（a内線2657）へ持参。

お知らせ

・道づくりにあなたの声を

　建設省の諮問機関・道路審議会

では「21世紀のみちを考える委員

会」を設け、これからの道づくり

について広く意見・提案を求めて

います。その仕方などを紹介した

冊子「キックオフ・レポート」を

希望者に配布します。［弓府道路

建設課0075-451-8111）。

・「農業委員会委員選挙」立候補

　予定者説明会

　７月７日（日）執行予定の農業委員

会委員選挙立候補予定者への説明

会を行います。＞6月20日俐、午

後１時半～。市役所大会議室　巨

選挙管理委員会（昔20－8798）。

・「宇治市統計書」の刊行

　市に関する基礎的な統計資料を

とりまとめた宇治市統計書（平成

７年）を刊行しました。希望者に

１部1000円でお渡しします。　巨

企画課（a内線2083）。

■中央・東宇治図書館の休館

　両図書館は蔵書特別整理のため

６月13日困～24日（月）は休館します。

また、移動図書館そよかぜ号は蔵

書特別点検、車両点検のため６月

中の巡回はありません。　回中央

図書館（a20－1511）・東宇治区

書館（昔32－2232）。

【訂　正】6月1日号3面

「幼稚園保育料補助」の見出

しの市立は私立の誤りでした。

おわびし訂正します。
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17日側までに市連合母子会役員

回社会福祉協議会(322－5650)。

スポーツ

■地域巡回ニュースポーツひろぱ

　[＞○６月17日(月)＝菟道小学校○

20日出＝三室戸小学校○21日出＝

南部小学校○24日(月)=宇治小学校。

いずれも体育館で午後７時半～9

時半t＞種目･･･ソフトバレーボール、

バウンドテニスほか[＞持ち物…上

靴回市民体育課(a内線2621)。

■重点普及スポーツ

　[〉○６月16日(日)＝神明小学校○

23日(日)=南小倉小学校。いずれも

グラウンドで午前10時~正午(雨

天中止)D〉内容…グラウンド・ゴ

ルフ、ペタンク　囲市民体育課

(a内線2621)。

公民館

■広野公民館(341－7450)

　〈国際理解・交流講座〉身近な

暮らしを通じて国際理解や交流を

深めるための方法を学びましょう。

E〉日程・内容は下表。午前10時～

正午[＞定員…先着30人　圃同館。

6/26困
　　世界の中の日本
～私の「日本」と国際交流～

6/28溺
世界の人たち・世界の文化

～今、国際理解に何が必要か～

7／2吠 国際理解と交流を目指して
　～私の身近な活動～

■小倉公民館(容22－4687)

　〈高齢者スポーツ教室〉

　[＞６月21日出、午後１時半～３

時半。小倉老ノ木集会所[〉内容…

ストレッチング、ペタンクなど

回同館。

催　し

■10周年記念青空キャンプ

　｢食ぺ物｣の大切さを学ぶこと

をテーマに、与えられた材料で２

泊３日を過ごします。I＞7月19日

倒夜～21日(日汐方。炭山キャンプ

センター[〉対象・定員・費用‥･○

市内在住の小学4～6年生。先着

50人。

6000円。

19～21日の２泊３

日○中学１年生以上で青空キャン

プ参加経験者。先着30人。5000円。

原則として20

・

21

日の１泊２日。

[i]6月28日倒までに市民体育課

(a内線2621)へ。後日の説明会

で参加費徴収。

■市民潮干狩り

　[＞６月30日(日)、午前フ時40分市

役所集合(雨天決行)1＞行き先…

津市御殿場浜(バスで)[＞対象…

市民か市内在勤・在学の人とその

家族。C〉定員…拍選でw人C〉費用…

大人4500円、小学生以下3500円

回はがきに｢市民潮干狩り申し込

み｣、参加者全員の氏名、年齢、

住所、電話番号を記入し市民体育

課(s内線2621)へ郵送。６月18

日脚必着。

■難病個別相談

　[＞6月18日(火、午丿友1時～３時。

宇治保健所E＞対象…神経系難病患

者かその疑いのある人と家族[＞内

容…国立療養所南京都病院神経内

科杉山博医師による個別相談　圃

６月14日出までに宇治保健所(s

21－2191)。

■環境月間記念キャンペーン

　６月は環境月間です。かけがえ

のない地球を守るため環境につい

て考えてみませんか。>6月17日

側、午前10時～午後４時。アル・

プラザ宇治東C〉内容…パネル展示

など囲環境保全課(a内J匍256)。

講座・教室

■聴覚言語障害者教室

　＞6月23日(日)、午前10時～正午。

生涯学習センター[〉内容…健康講

座｢目の健康について｣[〉対象…

聴覚に障害のある人C＞定員…先着

30人回±会教育課(ファクス22－

3040)。手話通訳あり。

・ホームステイ受け入れ講座

　ホームステイについて経験者や

外国の人から学びます。＞6月25

日吹)・27日困･29日出、午後１時

半3時半。生涯学習センター[〉

対象…市内在住・在勤の人[＞定員…

先着30人　圃国際親善協会事務局

m書課内・容内線2059)。

　
市
内
南
東
部
の
緑
豊
か
な

丘
陵
地
に
あ
る
天
ヶ
瀬
墓
地

公
園
。
現
在
、
墓
地
公
園
で

は
八
年
度
二
回
目
の
墓
所
の

使
用
者
を
募
集
し
て
い
ま
ス

受
け
付
け
は
七
月
十
二
日
面

ま
で
で
す
。
一
度
、
現
地
見

学
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
詳

し
く
は
剛
霊
園
公
社
（
宇
治

金
井
戸
7
1
4
4
、
容
卯
一
・
5

9
5
8
）
へ
Ｏ

～日常生活､もう一度点検を～

　
入
院
時
食
事
療
養
費
は
、
一

日
当
た
り
六
百
円
の
負
担
が
必

要
で
す
が
、
八
年
度
住
民
税
非

課
税
世
帯
の
人
は
下
表
の
よ
う

に
減
額
さ
れ
ま
す
。
六
月
一
日

か
ら
有
効
の
認
定
証
は
、
六
月

中
に
手
続
き
が
必
要
で
す
。

◆
申
請
に
必
要
な
も
の
…
健
康

保
険
証
、
印
鑑
、
老
人
保
健
医

療
受
給
者
は
健
康
手
帳
（
老
人

医
療
受
給
者
証
）
、
過
去
１
年

間
に
入
院
日
数
が
9
0
日
を
超
え

た
場
合
は
、
領
収
書
な
ど
の
入

院
日
数
が
確
認
で
き
る
も
の

◆
申
請
窓
口

老
人
保
健
医
療
受
給
者
＝

　
市
役
所
健
康
医
療
課
（
昔
内

　
線
Ｏ
Ｑ
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
"
^
）

福
祉
医
療
な
ど
の
受
給
者
＝

　
現
在
加
入
の
健
康
保
険
窓
口

　
な
お
、
本
紙
五
月
二
十
一
日

　
　
　
　
　
－

　
　
　
　
　
１

号
の
三
面
見
出
し
で
「
七
年
度

市
民
税
非
課
税
世
帯
」
と
あ
る

　
　
Ｉ

の
は
「
八
年
度
」
の
誤
り
で
す
。

お
わ
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

入院時の食事代

入
院
時
の
食
事
療
養
費
減
額

認
定
証
交
付
申
請
は
お
済
み
で
す
か

(1日当たり)

ぺ 8年9月30日まで 10月旧以降

一般加入者 600円 800円

住民税
井mm帯等

90日までの入院450円 660円
∽日を超える入院

(過去U勿月の入腱日数) 300円 500円

住民税非課税世帯可で
m福社年金を受けている人

200円 300円

　
今
回
は
、
皆
さ
ん
に
創
意
と

工
夫
に
満
ち
た
質
の
高
い
生
活

を
送
っ
て
い
た
だ
く
た
め
の
知

っ
て
得
す
る
講
座
で
す
。
知
っ

て
い
れ
ば
便
利
な
こ
と
や
体
に

消費生活講座開催

～クオリティー・オブ・

ライフ～｢くらしの知っ得講座｣

日　程 内　容 講　師

6/19團
上手な薬との付き

合い方

社団法人京都府薬

剤師会前常任理事

斉藤　錠吉さん

6 m圖
　くらしと環境

~身のまわりの電磁波~

京都大学医学部教授

武部　啓さん

7/3困
これからのくらしと

生活設計

社i法人証券広報ｾﾝﾀｰ

　　派遣講師

7/17伽
安全なダイエットと

食生活

武庫川女子大学短m

大学部助教授

小西　すずさん

7/24(*)
　　　施IS　見学　会

白　洋舎　クリーニング工場

艮
い
こ
と
を
。
こ
の
機
会
に
生

箔
の
知
恵
と
し
て
学
習
し
ま
し

ょ
う
。

▼
日
程
・
内
容
・
：
左
表
の
と
お

▼
時
間
…
午
後
２
時
～
４
時

（
７
月
2
4
日
團
は
午
後
１
時
～

ｂ
時
Ｊ

良
い
こ
と
を
、
こ
の
機
会
に
生

活
の
知
恵
と
し
て
学
習
し
ま
し

▼
会
場
・
：
東
宇
治
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
（
車
で
の
来
場
は

ご
遠
慮
く
だ
さ
い
）

▼
定
員
・
：
先
着
5
0
人
（
７
月
2
4

日
團
の
施
設
見
学
会
は
3
5
人
）

▼
参
加
料
…
無
料

▼
申
し
込
み
…
商
工
課
（
昔
内

線
り
乙
り
乙
ｎ
乙
５
）
○

天ケ瀬墓地公園

墓所使用者募集

老
人
保
健
医
療
・
福
祉
医
療

みんなで

つくろう静かなまち
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五
月
十
九
日
㈲
、
宇
治
川
魚

釣
り
大
会
が
宇
治
川
一
帯
で
開

催
さ
れ
、
四
百
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

　
こ
の
大
会
は
市
観
光
協
会
と

宇
治
川
漁
業
協
同
組
合
が
釣
り

人
の
マ
ナ
ー
向
上
と
河
川
美
化
、

自
然
愛
護
の
Ｐ
Ｒ
の
た
め
開
い

て
い
る
も
の
で
、
今
年
で
十
五

回
目
。
好
天
に
恵
ま
れ
た
こ
の

日
は
、
お
気
に
入
り
の
場
所
へ

ハーモニカで日中友好
友好都市中国・咸陽市で演奏

び
り
と
お
弁
当
を
広
げ
な
が
ら

親
子
で
さ
お
を
並
べ
る
家
族
連

れ
な
ど
、
み
ん
な
思
い
思
い
に

初
夏
の
一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

ま
た
、
午
後
に
は
釣
り
上
げ
た

魚
を
そ
の
場
で
フ
ラ
イ
に
揚
げ

て
ふ
る
ま
う
「
川
魚
試
食
会
」

も
開
か
れ
、
観
光
客
に
も
好
評

で
し
た
。

　
審
査
結
果
は
、
百
十
セ
ン
チ

の
草
魚
を
仕
留
め
た
三
室
戸
小

学
校
六
年
の
三
木
繁
君
（
右
写

喜
が
特
別
賞
を
獲
得
。
ブ
ラ
ッ

ク
バ
ス
、
ハ
エ
の
部
な
ど
も
わ

ず
か
な
差
を
争
う
な
ど
、
宇
治

川
の
豊
か
な
水
産
資
源
を
裏
付

け
る
も
の
で
し
た
。

　
五
月
十
八
日
か
ら
二
十
六
日

ま
で
、
宇
治
ハ
ー
モ
ニ
カ
ス
ク

ー
ル
（
代
表
・
飛
田
保
雄
さ
ん
、

三
十
五
人
）
の
メ
ン
バ
ー
十
人

架
四
望
好
都
専
念
中

国
の
咸
陽
市
を
訪
問
。
国
境
を

越
え
て
音
楽
交
流
を
深
め
て
き

ま
し
た
。

　
同
ス
ク
ー
ル
は
広
野
公
民
館

や
平
盛
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で

子
供
や
初
心
者
を
指
導
し
た
り
、

幼
稚
園
や
小
学
校
、
老
人
ホ
ー

ム
な
ど
で
演
奏
活
動
を
し
て
い

る
音
楽
団
体
。
今
回
の
訪
問
は

友
好
都
市
締
結
十
周
年
を
機
に

実
現
し
た
も
の
で
す
。
現
地
で

は
、
市
内
の
幼
稚
園
に
ハ
ー
モ

ニ
カ
百
本
を
贈
呈
し
た
ほ
か
、

演
奏
会
を
開
い
た
り
幼
稚
園
の

先
生
を
演
奏
指
導
し
た
り
し
て
、

友
好
を
深
め
ま
し
え
ド

　
飛
田
さ
ん
は
「
『
埴
生
の
宿
』

『
赤
と
ん
ぼ
』
が
特
に
人
気
が

あ
り
ま
し
た
。
中
国
で
は
、
ハ

デッカイの釣ったよ！

宇治川魚釣り大会に400人

「
災
害
に
強
い
人
づ
く
り
を
」

救
護
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
が
発
足

　
救
護
に
関
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
グ
ル
ー
プ
「
赤
十
字
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
レ
ス
キ
ュ
ー
宇
治
」

（
代
表
・
平
野
正
人
さ
ん
、
十

　　「読書は心の栄養。行ったこと　み聞かせ、工作や四季の伝承遊び

のないところに行けたり目にでき　など子供の喜ぶ行事、会員同士の

ないものを見られたり、代理体験　例会、勉強会が土な活動です。

のできるおもしろい世界です。空　　「会員は年齢層も様々なので、

想の中に遊び、子供は情緒や思い　交流を通じていろいろ教えられる

やりの心を育てるのかもしれませ　ことも多いんです。本が好き、子

ん。自分の本を自分の目で選ぶと　供が好き、というお母さんの参加

ころに読書の楽しみがあるのでしょ　をお待ちしています」とのこと。

う。子供たちがそこに気付いて、　子供さんの手を引いて、―度のぞ

読書の習慣を身に付けてもらえれ　いてみられてはいかがでしょう。

ば」と、世話役の斎藤さん。　　　　【問い合わせ】矢谷さん（S32 。

　木幡りす文庫は木幡公民館を活　6054）。

動の場に約20年続いているボラン　　　りす文庫は毎週土曜日（第５週

ティアグループ。会員は現在18人　と祝日を除く）の午後２時から４

で、月１回当番で子供向きの本の　時まで、木幡公民館で。だれでも

貸し出しをするほか、紙芝居や読　無料で３冊まで借りられます。

五
人
）
が
発
足
、
五
月
二
十
三

日
困
に
設
立
総
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
阪
神
大
震
災
で
は
被
災
者
の

八
割
が
地
域
住

民
の
手
で
救
出

さ
れ
た
と
い
い

ま
す
。
発
起
人

ら
は
、
災
害
時

の
そ
う
し
た
救

護
の
実
態
を
見

聞
き
す
る
中
で
、

日
常
生
活
で
の

「
危
機
管
理
」

と
「
備
え
」
を

見
直
す
こ
と
と
、

地
域
住
民
の
相

互
協
力
の
重
要

性
を
痛
感
。
災

害
時
の
救
護
は

も
ち
ろ
ん
、
救

急
法
講
習
会
な
ど
を
通
し
て
安

全
な
地
域
づ
く
り
に
参
画
し
て

い
こ
う
と
活
動
を
始
め
た
も
の

で
、
京
都
府
南
部
で
の
設
立
は

初
。
　
平
野
さ
ん
は
「
災
害
に
強
い

ま
ち
づ
く
り
は
災
害
に
強
い
人

づ
く
り
か
ら
で
す
。
メ
ン
バ
ー

は
日
本
赤
十
字
社
の
救
急
法
講

習
会
の
修
了
者
で
、
救
急
員
や

指
導
者
の
資
格
を
持
つ
人
も
い

ま
す
。
病
気
や
け
が
、
災
害
か

ら
自
分
自
身
を
守
る
知
識
や
技

術
を
市
民
の
皆
さ
ん
に
広
め
た

り
、
様
々
な
機
会
に
日
常
生
活

の
中
で
実
践
し
た
り
し
た
い
。

ま
た
、
災
害
時
な
ど
に
お
互
い

助
け
合
え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
間

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り
も
進
め

て
い
き
た
い
」
と
熱
い
思
い
を

話
し
て
い
ま
し
た
。

丞
∽

市
民
情
報
短
信

　
催
　
　
し

◆
市
民
歩
こ
う
会
　
６
月
1
6
日

㈲
、
午
前
８
時
半
Ｊ
Ｒ
宇
治
駅

集
合
（
雨
天
時
は
2
3
日
間
）
。

柳
生
街
道
・
奈
良
公
園
方
面
、

約
1
2
手
口
（
一
般
向
き
）
。
牧
原

さ
ん
a
2
3
・
2
2
6
2
．

◆
ひ
ば
り
歌
謡
合
同
発
表
会

６
月
1
6
日
㈲
、
午
前
1
0
時
～
午

後
５
時
半
、
文
化
セ
ン
タ
ー
小

ホ
ー
ル
。
藤
沢
さ
ん
0
4
4
・
１

◆
宇
治
シ
テ
ィ
－
フ
ィ
ル
第
2
8

回
定
期
演
奏
会
　
６
月
3
0
日
剛
、

午
後
２
時
開
演
。
文
化
セ
ン
タ

ー
大
ホ
ー
ル
。
う

交
響
曲
第
4
0
番
ほ
か
。
前
売
り

５
百
円
。
当
日
７
百
円
。
脇
坂

さ
ん
琵
・
4
4
6
2
．

◆
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
講
習
会

７
月
１
日
㈲
、
午
後
１
時
～
３

時
、
宇
治
公
民
館
。
５
百
円
。

上
靴
持
参
で
。
山
岡
さ
ん
四
〇

７
５
゛
４
６
１
‘
1
8
2
8
0

◆
冤
道
歩
こ
う
会
　
７
月
７
日

向
、
午
前
８
時
京
阪
三
室
戸
駅

集
合
（
小
雨
決
行
）
。
私
市
・

く
ろ
ん
ど
池
方
面
、
約
1
0
手
＝
。

辻
本
さ
ん
雲
2
2
・
0
7
7
9
．

◆
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
宇
治
オ
ー
プ

ン
　
７
月
７
日
㈲
、
午
前
９
時

～
、
黄
柴
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

（
雨
天
中
止
）
。
対
象
は
高
校
生

以
上
。
千
円
。
’
岩
口
さ
ん
雲
2
3

･
　
ｃ
ａ
ｉ
ｏ
ｃ
Ｄ
ａ
>
°

◆
太
極
拳
「
咸
宇
の
流
れ
」
公

開
講
座
　
本
市
の
友
好
都
市
、

中
国
・
咸
陽
市
と
の
友
好
交
流

を
願
っ
て
開
か
れ
る
講
座
。
６

月
～
９
月
の
毎
週
木
曜
、
午
後

１
時
半
～
３
時
半
。
宇
治
公
民

館
。
太
極
拳
簡
化
2
4
式
を
習
得

し
た
人
が
対
象
。
月
千
５
百
円
。

渡
辺
さ
ん
昔
3
1
・
5
3
4
6
．

　
　
募
　
　
集

◆
サ
ッ
カ
ー
新
チ
ー
ム
結
成

宇
治
市
サ
ｙ
カ
ー
協
会
で
は
新

チ
ー
ム
結
成
の
た
め
1
8
歳
以
上

の
人
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
経

験
は
不
問
。
気
軽
に
連
絡
を
。

藤
田
さ
ん
容
2
0
・
9
9
4
7
．

◆
リ
ズ
ム
体
操
　
み
ん
な
で
楽

し
く
体
を
動
か
し
て
い
ま
す
。

毎
週
金
曜
、
午
前
1
0
時
半
～
1
1

時
半
。
西
小
倉
マ
こ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
。
月
２
千
円
。
西
川

さ
ん
四
2
3
・
6
5
9
0
．

◆
つ
ま
み
絵
　
色
紙
や
短
冊
に

シ
ル
ク
で
四
季
の
花
を
咲
か
せ

ま
す
。
毎
月
第
２
・
４
金
曜
、

午
前
1
0
時
～
正
午
。
小
倉
公
民

館
。
月
千
５
百
円
。
小
泉
さ
ん

四
2
1
゜
り
｀
４
Ｇ
）
４
０

◆
水
彩
画
サ
ー
ク
ル
水
晶
会

心
を
豊
か
に
す
る
た
め
に
絵
を

か
い
て
み
ま
せ
ん
か
。
毎
月
第

２
・
４
木
曜
、
午
前
1
0
時
～
正

午
。
小
倉
公
民
館
。
月
２
千
ｍ
Ｑ

小
瀧
さ
ん
｛
。
2
4
・
４
沁
邨
６
．

◆
中
国
語
サ
ー
ク
ル
祢
好
　
中

国
人
女
性
を
指
導
者
に
、
発
音

や
日
常
会
話
を
基
礎
か
ら
学
習

し
て
い
ま
す
。
毎
月
第
１
‘
・
２

・
３
水
曜
、
午
後
１
時
半
～
３

時
。
小
倉
公
民
館
。
月
千
円
。

小
杉
さ
ん
雲
4
3
・
3
1
6
2
．

交
差
点

毎月11日号

みなさんとつくるページ

サークル
さあ来る

「子供の身近に良い本を」

木幡公民館「木幡りす文庫」

ト

？

一一
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